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縄
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縄
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懸
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縄
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

. Eisenhow
er

）
政
権
の
初
期
に
お
け
る
、
在
日
米
軍
撤
退
問
題
と
沖
縄
政
策

の
検
討
を
通
し
て
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
が
政
策
と
し
て
決
定
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
五
年
半
ば
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
在
日
米
軍
撤
退
問
題
に
取
り
組
む
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
。
当
該
期
に
お
け
る
日
本
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
や
反
米
・
反
基
地
運
動
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
日
本

の
中
立
主
義
的
傾
向
に
危
機
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
将
来
的
な
在
日
米
軍
撤
退
の
実
施
自
体
は
、
前
任
の
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S. T
rum

an

）
政
権
下
で
五
一
年
九
月

に
締
結
さ
れ
た
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
起
草
す
る
段
階
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
。
米
軍
が
主
権
回
復
後
も
日
本
に
多
く
駐
留
し
続

け
る
の
は
、
日
本
の
防
衛
力
が
十
分
で
な
い
か
ら
で
あ
り
、
日
本
が
防
衛
力
を
十
分
に
整
備
で
き
次
第
、
在
日
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る

と
い
う
構
想
で
あ
る（

（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
防
衛
力
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
米
国
は
在
日
米
軍
基
地
を
自
由
に
使
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
こ
で
常
に
不
安
視
さ
れ
た
の
が
、
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
制
限
の
可
能
性
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
主
権
回
復

後
の
日
本
の
米
国
離
れ
や
中
立
化
に
よ
り
、
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
に
制
約
が
生
じ
る
可
能
性
を
懸
念
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
制
限
を
め
ぐ
る
不
安
へ
の
対
処
と
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
長
期
使
用
権
限
を
確

保
す
る
方
針
を
決
定
し
た（

（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
当
初
、
在
日
米
軍
撤
退
の
実
施
に
つ
い
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
方
針
を
基
本
的
に
引

き
継
い
だ
。
だ
が
、
日
本
国
内
外
の
情
勢
を
背
景
に
、
次
第
に
在
日
米
軍
の
撤
退
の
実
施
を
眼
前
の
課
題
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
本
土
か
ら
撤
退
さ
せ
る
米
軍
の
移
駐
先
と
し
て
沖
縄
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
沖
縄
統
治
の
た
め



371

米海兵隊の沖縄移駐決定過程、一九五三―一九五五

の
法
的
基
盤
の
強
化
を
図
っ
た
。
こ
の
過
程
で
決
定
さ
れ
た
の
が
、
日
本
本
土
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
移
駐
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
、
在
日
米
軍
撤
退
問
題
へ
の
対
処
の
一
環
と
し
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
を
決
め
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
重
要
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
主
に
、
米
軍
部
内
の
極
東
米
軍
再
編
計
画
に
対
す
る
姿
勢
や
見
解
と
い
っ
た
、
軍
事
戦
略
の
観
点
か
ら
の
考
察
に

と
ど
ま
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
日
本
国
内
の
反
基
地
運
動
を
背
景
と
し
た
在
日
米
軍
の
撤
退
方
針
の
決
定
と
、
海
兵
隊
の
沖
縄
へ
の
移

駐
開
始
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
研
究
は
存
在
す
る（

（
（

。
し
か
し
そ
こ
で
も
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
と
い
う
方
針
の
決
定
に
在
日
米
軍

撤
退
問
題
が
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
が
、
在
日
米
軍
撤
退
問
題
へ
の
対
処
の
一
環
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

当
該
期
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
自
ら
が
在
日
米
軍
の
撤
退
を
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
海
兵
隊
を
日
本
本
土

か
ら
沖
縄
に
移
駐
す
る
決
定
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
第
二
節
で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
当
初
の
沖
縄
政
策
と
在
日
米
軍
撤
退
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
節
で
は
、
一
九
五
四
年
半
ば
に
在
日
米
軍
再
編
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
に
お
け
る
統
治
体
制
が
強
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
が
決
定
す
る
過
程
を
考
察
す
る
。
第
四
節
で
は
、
在
日
米
軍
の
撤
退
方
針
の
決
定
と
と
も
に
、

沖
縄
に
お
け
る
長
期
統
治
体
制
が
確
立
さ
れ
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
詳
ら
か
に
す
る
。
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二　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
初
期
の
沖
縄
政
策
と
極
東
米
軍
再
編
計
画
の
始
動

（
一
）
日
本
の
中
立
化
に
対
す
る
懸
念
と
沖
縄
米
軍
基
地
の
役
割

　

日
本
本
土
か
ら
沖
縄
へ
の
第
三
海
兵
師
団
の
移
駐
と
い
う
決
定
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
前
任
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
か
ら
対

日
政
策
の
基
調
を
引
き
継
ぐ
中
で
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
初
期
の
沖
縄
政
策
を
検
討
す
る

前
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
対
日
政
策
お
よ
び
沖
縄
政
策
を
確
認
し
た
い
。

　

朝
鮮
戦
争
の
最
中
に
策
定
さ
れ
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
は
、
自
由
主
義
陣
営
に
属
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
、
可

能
な
限
り
の
軍
事
的
な
自
助
努
力
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
一
九
五
一
年
五
月
一
七
日
に
作
成
さ
れ
た
文
書
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
48
／
5
「
米

国
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
目
標
、
政
策
、
行
動
指
針
」
で
は
、
ソ
連
の
拡
張
主
義
的
行
動
に
対
し
て
、
米
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
「
自
助
と
相
互
援
助
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、

日
本
に
対
し
て
も
軍
事
的
な
自
助
努
力
を
求
め
る
方
針
を
採
っ
た
。
五
一
年
九
月
八
日
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
前
文

で
は
、
日
本
が
自
国
防
衛
の
責
任
を
徐
々
に
負
う
こ
と
へ
の
米
国
の
期
待
が
明
記
さ
れ
た
、
同
様
に
、
日
本
の
主
権
回
復
か
ら
間
も

な
い
五
二
年
八
月
七
日
に
成
立
し
た
対
日
政
策
文
書
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
2
「
日
本
に
関
す
る
米
国
の
目
標
と
行
動
の
指
針
」
に
お
い

て
も
、
日
本
が
将
来
的
に
自
国
防
衛
に
加
え
て
、
地
域
の
安
全
保
障
に
貢
献
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
熱
望
す
る
、
ト
ル
ー
マ
ン
政

権
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
た（

（
（

。

　

そ
の
一
方
で
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
2
で
は
、
主
権
回
復
後
の
日
本
が
中
立
化
す
る
な
ど
、
米
国
の
望
む
通
り
の
政
策
選
択
を
行
わ
な

い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
。
日
本
が
米
国
か
ら
離
れ
、
米
ソ
対
立
を
利
用
し
よ
う
と
す
ら
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
な
懸
念
が
現
実
と
な
る
場
合
に
最
も
危
惧
さ
れ
た
の
が
、「
将
来
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
基
地
の
使
用
を
制
限

又
は
禁
止
さ
れ
る
可
能
性
」
だ
っ
た（

（
（

。
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そ
こ
で
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
に
関
す
る
不
安
へ
の
対
処
と
し
て
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
長
期
保
有
を
決
定

す
る
。
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
が
制
限
な
い
し
禁
止
さ
れ
る
事
態
を
想
定
し
、「
琉
球
と
小
笠
原
に
基
地
を
長
期
的
に
保
持
す
る
こ

と
は
、
米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
の
だ
っ
た（

（
（

。
米
国
政
府
は
、
日
本
中
立
化
の
懸
念
か
ら
、
沖
縄
米

軍
基
地
に
在
日
米
軍
基
地
の
機
能
を
担
保
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

も
っ
と
も
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
前
文
で
謳
わ
れ
た
通
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
と
っ
て
米
軍
の
日
本
駐
留
は
「
暫
定
措
置
」

で
あ
っ
た（

（
（

。
米
軍
が
日
本
の
主
権
回
復
後
も
日
本
本
土
や
そ
の
周
辺
に
多
く
駐
留
し
続
け
る
の
は
、
日
本
の
防
衛
力
が
十
分
で
な
い

か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
防
衛
力
が
増
強
さ
れ
れ
ば
、
将
来
的
に
在
日
米
軍
は
削
減
・
撤
退
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
の
が
当
時
の
ト

ル
ー
マ
ン
政
権
の
想
定
だ
っ
た（

（1
（

。
言
い
換
え
れ
ば
、
在
日
米
軍
の
削
減
・
撤
退
は
、
日
本
の
防
衛
力
の
十
分
な
増
強
を
条
件
と
す
る

と
の
考
え
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
が
十
分
で
は
な
く
、
在
日
米
軍
の
駐
留
が
不
可
欠
な
段
階
で
、
米
軍
基
地
の

使
用
を
制
限
ま
た
は
禁
止
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
米
国
の
軍
事
戦
略
上
の
重
大
な
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政

権
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
長
期
保
有
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

　

日
本
が
自
国
防
衛
の
た
め
の
防
衛
力
を
備
え
る
ま
で
、
十
分
な
規
模
の
米
軍
を
日
本
や
そ
の
周
辺
に
駐
留
さ
せ
る
と
す
る
ト
ル
ー

マ
ン
政
権
の
方
針
を
、
五
三
年
一
月
に
発
足
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
継
承
す
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
日
本
国
内
の
政
治
情
勢

を
背
景
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
対
日
政
策
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

す
で
に
多
く
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
発
足
後
、
日
本
国
内
で
は
中
立
主
義
的
傾
向
や
反

米
・
反
基
地
感
情
が
強
ま
っ
て
い
た
。
五
三
年
四
月
の
総
選
挙
で
は
左
右
社
会
党
が
躍
進
し（

（1
（

、
在
日
米
軍
の
砲
弾
試
射
場
を
目
的
と

し
た
砂
丘
地
の
接
収
問
題
に
端
を
発
し
た
内
灘
闘
争
は
、
五
三
年
半
ば
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
他
に
も
浅
間
演
習
場
問
題

な
ど
、
各
地
の
基
地
問
題
は
政
治
的
性
格
を
帯
び
始
め
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
五
三
年
六
月
二
九
日
付
け
の
対
日
政
策
文
書
Ｎ
Ｓ
Ｃ

1​

2​

5
／
6
は
、
日
本
に
お
け
る
中
立
主
義
者
、
共
産
主
義
者
、
反
米
感
情
へ
の
対
応
の
必
要
性
を
指
摘
し
た（

（1
（

。
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ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
下
し
た
の
は
、
対
日
防
衛
圧
力
を
緩
和
す
る
と
の
決
定
だ
っ
た
。
陸
上
兵
力
を
五
四
年
六
月
ま
で
に
一

〇
個
師
団
に
増
強
す
る
と
い
う
、
米
統
合
参
謀
本
部
が
掲
げ
て
き
た
兵
力
目
標
を
日
本
は
到
底
達
成
し
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
や
中
立
主
義
の
台
頭
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
の
政
治
経
済
的
安
定
の
実
現
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
日
本
の
経
済
力
に
見
合
っ
た
防
衛
力
を
増
強
す
る
よ
う
説
得
す
る
」
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ

れ
た
の
だ
っ
た（

（1
（

。

　

だ
が
、
対
日
防
衛
圧
力
の
緩
和
と
い
う
決
定
は
、
日
本
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
地
域
防
衛
へ
の
貢
献
は
お
ろ
か
、
自
国
防
衛
の
た
め

の
防
衛
力
を
備
え
る
こ
と
す
ら
当
面
は
望
め
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
引
き
続
き
米
軍
は
日
本
本
土
や
そ
の

周
辺
に
多
く
駐
留
し
続
け
、
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
の
責
任
を
全
面
的
に
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
政
権
が
重
視
し
た
の
が
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
存
在
だ
っ
た
。
在
日
米
軍
基
地
の
機
能
を
担
保
す
る
役
割
を
担
う
沖
縄
米
軍
基
地

の
使
用
権
限
を
維
持
す
べ
く
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
に
お
い
て
、「
極
東
に
お
け
る
現
在
の
国
際
的
な
緊

張
が
存
在
す
る
間
」
は
、
引
き
続
き
沖
縄
を
統
治
下
に
置
く
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

実
際
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
の
作
成
過
程
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（Charles E. W

ilson

）
国
防
長
官
は
、
日
本

本
土
の
基
地
が
何
ら
か
の
政
治
的
理
由
で
使
用
困
難
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
沖
縄
の
基
地
は
使
用
で
き
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て

い
た（

（1
（

。
そ
の
一
方
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
も
し
「
日
本
が
長
期
に
わ
た
り
我
々
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
我
々
が
確
信
で
き
れ
ば
」、
沖

縄
の
施
政
権
を
喜
ん
で
日
本
に
返
還
し
て
も
よ
い
が
、
現
状
で
は
そ
の
保
証
は
な
い
と
発
言
し
て
い
た（

（1
（

。
ま
た
、
以
下
で
見
る
よ
う

に
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
で
は
奄
美
群
島
の
施
政
権
返
還
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
が
、
ダ
レ
ス
は
そ
の
方
針
を
日
本
政
府
に
伝
え
る

際
に
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
が
ま
だ
困
難
で
あ
る
の
は
、
日
本
が
十
分
な
防
衛
努
力
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た（

（1
（

。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ダ
レ
ス
の
発
言
か
ら
は
、
沖
縄
統
治
の
継
続
と
い
う
決
定
は
、
日
本
の
防
衛
努
力
へ
の
不
満
を
抱
え
つ

つ
も
、
日
本
が
中
立
化
す
る
可
能
性
を
懸
念
し
、
対
日
防
衛
圧
力
を
緩
和
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
方
針
だ
っ
た
こ
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と
が
理
解
で
き
る
。

　

要
す
る
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
日
本
が
自
国
防
衛
の
た
め
の
防
衛
力
を
備
え
る
ま
で
、
十
分
な
規
模
の
米
軍
を
日
本
や

そ
の
周
辺
に
駐
留
さ
せ
る
と
の
方
針
の
も
と
、
在
日
米
軍
基
地
の
機
能
を
担
保
す
る
存
在
と
し
て
沖
縄
米
軍
基
地
を
重
視
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
沖
縄
の
施
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
は
、
日
本
の
防
衛
力
増
強

を
希
求
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
初
期
の
対
日
政
策
の
な
か
に
お
け
る
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
位
置
づ
け
を
反
映
す
る
文
書
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

（
二
）
沖
縄
に
お
け
る
統
治
体
制
整
備
と
当
初
の
極
東
米
軍
再
編
計
画

　

沖
縄
の
施
政
権
維
持
を
決
定
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
沖
縄
に
お
け
る
統
治
体
制
の
見
直
し
で
あ

る
。
そ
こ
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
米
国
政
府
に
よ
る
沖
縄
統
治
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
、
法
的
基
盤
の
強
化
だ
っ
た
。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​
5
／
6
で
沖
縄
の
施
政
権
維
持
を
決
定
す
る
一
方
で
、
奄
美
群
島
の
施
政
権
を
日
本
に

返
還
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
三
条
に
基
づ
き
、
日
本
の
主
権
回
復
後
も
米
国
の
統
治
下
に

あ
っ
た
、
北
緯
二
九
度
以
南
の
南
西
諸
島
地
域
の
施
政
権
返
還
問
題
に
対
す
る
、
日
本
国
内
の
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
戦
略
的
重
要
度
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た
奄
美
群
島
の
施
政
権
返
還
を
決
定
し
た
の
だ
っ
た（

（2
（

　

こ
の
奄
美
群
島
の
施
政
権
返
還
を
契
機
に
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
米
国
政
府
に
よ
る
沖
縄
統
治
の
法
的
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。
当

時
の
沖
縄
統
治
は
、
米
国
政
府
の
出
先
機
関
で
あ
っ
た
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
（U

nited States Civil A
dm

inistration of the 

Ryukyu Islands; U
SCA

R

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た（

（2
（

。
し
か
し
、
米
国
政
府
が
沖
縄
を
統
治
す
る
こ
と
の
法
的
根
拠
と
し
て
当

時
運
用
さ
れ
て
い
た
法
令
は
、
講
和
条
約
締
結
前
に
発
令
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
講
和
条
約
第
三
条
に
基
づ
く
法
整
備
は
不

十
分
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
沖
縄
で
は
、
日
本
の
主
権
回
復
後
も
米
国
が
沖
縄
統
治
を
継
続
す
る
こ
と
の
法
的
根
拠
を
求
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め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
時
間
を
要
す
る
大
統
領
行
政
命
令
や
連
邦
議
会
に
よ
る
立
法
で
は

な
く
、
五
〇
年
一
二
月
五
日
に
発
令
さ
れ
た
米
国
民
政
府
指
令
の
改
訂
に
よ
り
、
米
国
政
府
に
よ
る
沖
縄
統
治
の
法
的
根
拠
の
強
化

を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た（

（2
（

。

　

米
国
民
政
府
指
令
の
改
訂
を
と
り
わ
け
重
要
視
し
た
の
が
、
ダ
レ
ス
（John F. D

ulles

）
国
務
長
官
ら
国
務
省
だ
っ
た
。
ダ
レ
ス

ら
は
、
五
三
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
奄
美
群
島
の
施
政
権
返
還
を
契
機
に
、
米
国
民
政
府
に
よ
る
沖
縄
統
治
か
ら

軍
政
的
な
要
素
を
可
能
な
限
り
取
り
除
く
こ
と
を
主
張
し
た
。
当
時
の
米
国
民
政
府
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
民
政
長
官
は
、
極
東

軍
司
令
官
が
兼
任
し
て
お
り
、
日
本
の
主
権
回
復
後
も
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
統
治
は
軍
政
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
米

国
民
政
府
指
令
の
改
訂
過
程
で
は
、
こ
の
民
政
長
官
の
任
命
権
限
の
所
在
が
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。
沖
縄
の
住
民
や
国
際
世
論
を

意
識
し
て
、
民
政
長
官
の
任
命
権
限
を
現
行
の
陸
軍
省
か
ら
大
統
領
に
移
行
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
国
務
省
に
対
し
て
、
国
防
省
は

現
行
の
規
定
の
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

民
政
長
官
の
任
命
権
限
に
つ
き
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
国
防
省
を
支
持
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
五
四
年
二
月
一
七
日
に
開

催
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
会
議
で
は
、
ダ
レ
ス
が
出
張
の
た
め
不
在
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
任
命
権
限
の
所
在
に
関
す
る
最
終
的

な
結
論
は
先
延
ば
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議
に
お
い
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
、
現
段
階
で
結
論
を
急
ぐ
必
要
は
な
く
、「
駐

留
米
軍
が
日
本
か
ら
撤
退
し
て
、
沖
縄
が
最
も
重
要
な
基
地
に
な
る
と
き
」
に
当
該
問
題
を
早
急
に
解
決
す
れ
ば
よ
い
と
の
見
解
を

示
し
た
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
換
言
す
れ
ば
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
は
、
在
日
米
軍
の
撤
退
の
実
施
が
必
要
と
な
り
、
沖
縄
米
軍
基
地

の
重
要
性
が
増
す
と
き
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
だ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
、
在
日
米
軍
の
撤
退
と
沖
縄

米
軍
基
地
の
戦
略
的
位
置
づ
け
の
見
直
し
は
連
関
し
た
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
米
軍
撤
退
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
警
戒
心
を
抱
き

続
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
奄
美
群
島
の
施
政
権
返
還
を
直
前
に
控
え
た
五
三
年
一
二
月
の
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
返
還
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時
に
発
表
す
る
声
明
で
は
日
本
の
国
民
感
情
に
配
慮
し
、「
極
東
に
お
け
る
現
在
の
国
際
的
な
緊
張
が
存
在
す
る
間
」
は
米
国
が
琉

球
諸
島
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
、
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
ほ
ど
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

つ
ま
り
、
日
本
国
内
に
お
け
る
在
日
米
軍
撤
退
論
の
存
在
を
背
景
に
、
将
来
的
な
駐
留
米
軍
の
撤
退
の
必
要
性
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
も
、
ま
だ
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
と
き
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
判
断
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
の
解
決
は
先
送
り
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
発
想
は
、
五
三
年
七

月
に
朝
鮮
戦
争
が
休
戦
に
至
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
年
秋
ご
ろ
か
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
極
東
米
軍
再
編
計
画
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

朝
鮮
戦
争
の
最
中
に
発
足
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
最
優
先
課
題
は
、
巨
額
な
財
政
赤
字
の
要
因
で
あ
っ
た
国
防
費
の
大
幅

な
削
減
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
以
来
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
68
（
一
九
五
〇
年
四
月
提
出
）
に
基
づ
く
軍
備
拡
張
政
策
の
下
で
、
国
防
予

算
が
急
増
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
権
発
足
か
ら
三
ヶ
月
後
の
五
三
年
四
月
二
九
日
付
け
で
作
成
さ
れ
た
Ｎ

Ｓ
Ｃ
1​

4​

9
／
2
「
基
本
的
な
国
家
安
全
保
障
政
策
・
計
画
と
コ
ス
ト
の
関
係
」
で
は
、「
米
国
の
健
全
で
強
力
な
経
済
の
維
持
」

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
安
全
保
障
政
策
を
刷
新
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た（

（2
（

。

　

そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
、「
ニ
ュ
ー
ル
ッ
ク
戦
略
」
で
あ
る
。
五
三
年
一
〇
月
三
〇
日
付
け
で
作
成
さ
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

6​

2
／

2
で
は
、
核
戦
力
へ
の
依
存
と
通
常
兵
力
の
縮
減
に
よ
る
国
防
費
の
削
減
に
加
え
、
健
全
な
経
済
の
維
持
、
同
盟
国
と
の
緊
密
な
関

係
、
そ
し
て
同
盟
国
の
陸
上
兵
力
に
依
拠
す
る
局
地
侵
略
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
た
、
新
た
な
戦
略
が
示
さ
れ
た（

（2
（

。

　

以
上
の
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
け
ば
、
極
東
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
陸
上
兵
力
の
負
担
を
西
側
陣
営
諸

国
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
針
を
前
提
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
極
東
に
お
け
る
陸
上
兵
力
の
大
幅
な
削
減
を
目
的

に
、
日
本
や
韓
国
、
台
湾
の
防
衛
力
を
勘
案
し
た
極
東
米
軍
の
再
編
を
図
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

た
だ
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
の
命
を
受
け
て
、
五
四
年
四
月
に
統
合
参
謀
本
部
が
提
出
し
た
極
東
米
軍
再
編
案
は
、
在
韓
米
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軍
の
大
幅
な
削
減
に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
海
兵
隊
を
含
め
た
在
日
米
軍
の
再
編
案
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（2
（

。

日
本
に
駐
留
す
る
陸
上
兵
力
を
早
期
に
削
減
・
撤
退
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
の
米
軍
部
の
判
断
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
極
東
米
軍
再
編
に
向
け
た
作
業
は
、
こ
の
直
後
に
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

要
す
る
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
将
来
的
に
日
本
本
土
か
ら
陸
上
兵
力
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
少
な

く
と
も
五
四
年
四
月
ま
で
は
、
そ
の
実
施
を
差
し
迫
っ
た
課
題
と
は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
の
軍
事
戦
略
上
、
沖

縄
米
軍
基
地
の
位
置
づ
け
を
変
化
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
沖
縄
統
治
に
関
す
る
重
要
課
題
だ
っ
た
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
の
解
決

を
先
送
り
し
た
の
だ
っ
た
。

三　

在
日
米
軍
再
編
の
必
要
性
と
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
の
決
定

（
一
）
日
米
関
係
の
危
機
的
状
況
の
到
来

　

以
上
の
よ
う
な
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
方
針
は
、
国
際
情
勢
お
よ
び
日
本
国
内
の
情
勢
の
変
化
に
よ
り
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
日
本
の
米
国
離
れ
お
よ
び
中
立
主
義
的
傾
向
に
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
国
際
情
勢
の
重
要
な
変
化
と
し
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
の
悪
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
四
年
五
月
七
日
の
デ
ィ
エ
ン
・

ビ
エ
ン
・
フ
ー
の
陥
落
に
よ
り
、
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
に
お
け
る
仏
軍
の
敗
北
が
決
定
的
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
政
権
は
日
本
に
対
す
る
不
安
を
強
め
て
い
た
。
そ
の
前
月
の
記
者
会
見
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
自
ら
が
イ
ン
ド
シ
ナ
の
重
要
性

を
「
ド
ミ
ノ
理
論
」
に
た
と
え
て
説
き
、
そ
の
中
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
の
共
産
化
の
可
能
性
も
あ
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
た

の
で
あ
る（

（3
（

。

　

加
え
て
、
五
三
年
七
月
の
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
後
に
強
ま
っ
て
い
た
中
ソ
に
よ
る
平
和
攻
勢
も
、
日
米
関
係
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
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不
安
材
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
当
時
の
日
本
は
、
朝
鮮
特
需
の
消
滅
と
緊
縮
政
策
の
断
行
に
よ
り
、
経
済
に
大
打
撃
を
受
け
て
い

た
（
（3
（

。
そ
の
隙
を
突
く
形
で
、
中
ソ
両
国
が
西
側
諸
国
に
貿
易
拡
大
を
呼
び
か
け
た
こ
と
は
、
日
本
が
中
ソ
と
の
関
係
改
善
に
動
く
可

能
性
を
米
国
政
府
に
想
起
さ
せ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

一
方
、
日
本
国
内
情
勢
の
注
目
す
べ
き
変
化
と
し
て
、
第
五
福
竜
丸
事
件
を
契
機
と
し
た
、
反
米
・
中
立
感
情
の
高
ま
り
が
挙
げ

ら
れ
る
。
五
四
年
三
月
に
起
こ
っ
た
第
五
福
竜
丸
事
件
は
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
わ
れ
た
米
国
の
水
爆
実
験
に
よ
り
日
本
人
漁
船
員
が

被
爆
し
た
事
実
に
加
え
て
、
米
国
政
府
が
機
密
保
持
を
優
先
し
、
船
員
に
ス
パ
イ
の
疑
い
を
か
け
た
こ
と
が
、
日
本
国
民
の
対
米
感

情
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
事
態
を
招
い
た（

（3
（

。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
米
国
離
れ
の
気
運
の
高
ま
り
を
、
ア
リ
ソ
ン
（John M

. A
llison

）
駐
日
大
使
は
五
四
年
五
月
二
〇
日
の
電

文
「
フ
ク
リ
ュ
ウ
マ
ル
」
を
通
じ
て
、
危
機
感
を
も
っ
て
報
告
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
も
目
を
通
す
こ
と
に
な
る
こ
の
電
文
は
、

第
五
福
竜
丸
事
件
が
、「
共
産
主
義
者
、
平
和
主
義
者
、
中
立
主
義
者
の
扇
動
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
組
織
」
に
利
用
さ
れ
、
米
国
離
れ

を
促
す
雰
囲
気
を
日
本
国
内
に
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（3
（

。

　

ア
リ
ソ
ン
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
対
日
関
係
に
対
す
る
強
い
危
機
意
識
を
率
直
に
示
す
発
言
を
繰
り
返
す

よ
う
に
な
っ
た
。
五
四
年
六
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
全
米
週
刊
誌
編
集
者
協
会
の
演
説
で
、
西
太
平
洋
防
衛
の
鍵
で
あ
る
日
本
を
、

ア
ジ
ア
に
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
共
産
主
義
の
支
配
下
に
陥
ら
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、「
米
国
の
安
全
に
と
っ
て
至
上

命
令
で
あ
る
」
と
力
説
し
た（

（3
（

。
同
様
の
見
解
は
、
議
会
指
導
者
と
の
懇
談
の
際
に
も
披
露
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。

　

要
す
る
に
、
五
四
年
半
ば
ま
で
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
か
ね
て
よ
り
警
戒
し
て
い
た
日
本
の
米
国
離
れ
お
よ
び
中
立
主
義

的
傾
向
が
一
層
強
ま
っ
た
も
の
と
、
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
べ
く
、
具

体
的
措
置
を
講
じ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
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（
二
）
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
の
決
着
―
―
在
日
米
軍
再
編
の
課
題
化

　

五
四
年
半
ば
以
降
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
、
日
本
の
米
国
離
れ
や
中
立
化
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
を
検
討
し
始
め
て
い
た
こ
と

は
、
米
国
民
政
府
の
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
を
通
じ
て
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
五
四
年
二
月
の
時
点

で
は
、
日
本
国
内
の
中
立
主
義
的
傾
向
や
反
米
・
反
基
地
感
情
の
高
ま
り
を
警
戒
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
「
駐
留
米
軍
が
日
本
か
ら
撤

退
し
て
、
沖
縄
が
最
も
重
要
な
基
地
に
な
る
と
き
」
で
は
な
い
た
め
、
問
題
解
決
の
緊
急
性
は
低
い
と
い
う
の
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
の
見
解
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
は
五
四
年
七
月
に
入
り
、
大
き
く
動
き
出
す
。「
米
国
民
政
府
の
長
で
あ
る
民
政
長
官
は
、
米

国
軍
人
の
現
役
軍
人
」
と
し
、
そ
の
任
命
権
限
は
国
防
長
官
が
持
つ
こ
と
を
内
容
と
す
る
米
国
民
政
府
の
民
事
指
令
改
訂
案
に
、
七

月
二
八
日
付
け
で
国
務
・
国
防
両
長
官
が
合
意
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
合
意
は
、
沖
縄
統
治
か
ら
軍
事
的
色
彩
を
可
能
な
限
り
取
り

除
く
べ
く
、
米
軍
人
が
民
政
長
官
の
座
に
就
く
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
ダ
レ
ス
が
、
日
本
国
内
外
の
情
勢
変
化
を
背
景
に
、
立
場
を

変
え
た
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
だ
っ
た（

（3
（

。
そ
れ
は
五
四
年
七
月
の
段
階
で
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
民
政
長
官
任
命
権
限

問
題
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
米
陸
上
兵
力
を
日
本
か
ら
撤
退
さ
せ
、
沖
縄
を
最
も
重
要
な
基
地
と

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
到
来
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
の
解
決
を
決
断
し
た
背
景
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
同
時

期
に
な
さ
れ
た
二
人
の
人
物
に
よ
る
在
日
米
軍
の
撤
退
実
施
の
進
言
で
あ
る
。
第
一
に
、
先
に
触
れ
た
五
月
二
〇
日
付
け
の
ア
リ
ソ

ン
駐
日
大
使
の
電
文
で
あ
る
。
電
文
で
ア
リ
ソ
ン
は
、
第
五
福
竜
丸
事
件
が
米
国
の
軍
事
戦
略
の
面
に
も
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し

う
る
こ
と
も
警
告
し
て
い
た（

（3
（

。
日
本
人
の
核
兵
器
に
対
す
る
恐
怖
の
深
さ
に
よ
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
ア
メ
リ
カ
の
基
地
は
孤

立
し
守
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
指
摘
で
あ
る（

（4
（

。

　

第
二
に
、
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
（Jam

es A
. V

an Fleet

）
前
第
八
軍
司
令
官
に
よ
る
日
本
視
察
後
の
進
言
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
フ
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リ
ー
ト
は
、
大
統
領
の
特
命
に
基
づ
き
、
五
四
年
四
月
二
八
日
か
ら
約
三
ヶ
月
か
け
て
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し
、
報
告
書
を
提
出
す
る
任

務
を
負
っ
て
い
た
。
五
月
一
九
日
か
ら
二
二
日
ま
で
日
本
本
土
と
沖
縄
を
訪
問
す
る
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の
視
察
を
一
通
り
終
え
た

ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
は（

（4
（

、
六
月
三
日
に
中
間
報
告
に
あ
た
る
「
予
備
的
報
告
書
」
を
大
統
領
宛
に
提
出
し
て
い
た
。
報
告
書
の
中
で

ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
は
、
在
日
米
軍
の
存
在
が
日
本
に
お
い
て
中
立
主
義
的
傾
向
を
強
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
在

日
米
軍
の
撤
退
を
具
申
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

ア
リ
ソ
ン
の
「
フ
ク
リ
ュ
ウ
マ
ル
」
電
文
に
続
き
、
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
の
報
告
書
が
在
日
米
軍
の
撤
退
を
上
申
し
た
こ
と
は
、
日

本
国
内
の
中
立
主
義
的
傾
向
や
反
米
・
反
基
地
感
情
、
そ
し
て
在
日
米
軍
撤
退
論
の
高
ま
り
に
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
や
政
府
高
官
に
と
っ
て
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
時
期
を
前
倒
し
す
る
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
と
推
察
で
き
る
。
事
実
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
ア
リ
ソ
ン
主
導
の
下
で
五
四
年
の
秋
以
降
に
本
格
化
す
る
新
た
な
対
日
政
策
の
立
案
過
程
に
お
い
て
、
在
日
米
陸

上
兵
力
の
撤
退
方
針
は
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
を
軸
と
し
た
在
日
米
軍
再
編
を
政
策
課
題
と
み
な
し
は
じ
め
、
沖
縄

米
軍
基
地
の
戦
略
的
重
要
性
を
よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
五
四
年
七
月
に
米
国
民
政
府
の
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
に

結
論
を
出
し
た
の
だ
っ
た
。

（
三
）
在
日
米
軍
再
編
を
見
据
え
た
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐

　

そ
し
て
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
に
決
着
が
図
ら
れ
る
一
方
で
決
定
さ
れ
た
の
が
、
日
本
本
土
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
海
兵
師

団
の
沖
縄
へ
の
移
駐
で
あ
る
。
こ
の
方
針
の
決
定
過
程
の
中
心
に
い
た
の
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
棚
上
げ
さ
れ
て
い
た
極
東
米
軍
再
編
問
題
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
に
お
い
て
休
戦
協
定
が
成
立

し
た
五
四
年
七
月
に
本
格
的
な
取
り
組
み
が
再
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
統
合
参
謀
本
部
は
、
七
月
二
二
日
に
韓
国
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
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進
め
る
よ
う
改
め
て
勧
告
し
た（

（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
七
月
二
六
日
に
統
合
参
謀
本
部
案
の
修
正
を
提
案
す
る
。
そ
こ
で
初
め
て
示
さ
れ
た
の
が
、
第

三
海
兵
師
団
の
日
本
本
土
か
ら
沖
縄
へ
の
移
駐
だ
っ
た
。
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
案
の
提
起
は
、
日
本
（
と
韓
国
）
か
ら
の
陸
上
兵
力

の
撤
退
と
い
う
終
局
的
な
目
的
と
の
関
連
を
前
提
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た（

（4
（

。
こ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
修
正
案
が
、
翌
二
七
日
に

国
防
省
内
の
軍
事
政
策
会
議
で
承
認
さ
れ
た
後
、
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
や
ダ

レ
ス
ら
の
賛
同
を
得
た
こ
と
で
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
政
権
の
方
針
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

で
は
、
な
ぜ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
統
合
参
謀
本
部
に
よ
る
極
東
米
軍
再
編
案
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
を
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
案
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
こ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
理
由
は
、
以
下
の
二
つ
に
見
出
せ
る
。
第

一
に
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
に
先
ん
じ
て
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
を
完
了
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
当
時
の
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
、
日
本
を
含
め
た
極
東
地
域
に
残
留
さ
せ
て
い
た
陸
上
兵
力
の
大
幅
な
削
減
が
、
極
東
米
軍
再
編
の
主
な

目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
会
議
に
お
い
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
五
五
会
計
年
度
が
始
ま
る
五
四
年
七
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
編
計

画
を
確
定
し
な
け
れ
ば
、
陸
軍
が
五
六
会
計
年
度
ま
で
の
各
種
計
画
を
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う
、
実
務
上
の
理
由
に
言
及
し
て
い
た（

（4
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
は
、
五
四
年
半
ば
に
は
早
く
も
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
に
繫
が
る
決
定
さ
れ
始
め
て
い

た
こ
と
だ
っ
た
。

　

事
実
、
自
衛
隊
が
発
足
し
た
同
年
七
月
の
上
旬
に
は
、
極
東
軍
司
令
官
と
沖
縄
の
米
国
民
政
府
民
政
長
官
を
兼
任
し
て
い
た
ハ
ル

（John E. H
ull

）
に
よ
り
、
五
四
年
中
に
徐
々
に
北
海
道
の
地
上
防
衛
を
自
衛
隊
に
任
せ
、
米
陸
軍
を
東
北
地
方
に
移
駐
さ
せ
る
こ

と
が
、
日
本
政
府
と
の
合
意
の
上
で
決
定
し
た
と
の
発
表
が
な
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
ハ
ル
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
交
代
が
最
終

的
に
完
了
す
る
期
日
ま
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
併
せ
て
公
表
し
た
が（

（4
（

、
本
州
に
集
結
し
た
米
軍
が
、
五
五
年
以
降
に
米
本
国

に
引
き
揚
げ
ら
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
日
本
政
府
当
局
者
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た（

（4
（

。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
七
月
二
九
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
に
よ
り
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
提
案
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
日
本
本
土
に
駐
留
す
る
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
へ
の
移
駐
は
、「
努
力
次
第
で
五
四
年

末
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
認
識
を
披
露
し
て
い
た（

（4
（

。
性
急
に
過
ぎ
る
と
も
思
え
る
こ
の
見
通
し
か
ら
は
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
が
、
在
日
米
陸
上
兵
力
を
米
本
国
に
引
き
揚
げ
始
め
る
の
に
先
立
ち
、
可
能
な
限
り
早
期
に
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
を
実
行
に
移

す
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
を
提
案
し
た
第
二
の
理
由
は
、
極
東
米
軍
再
編
の
柔
軟
性
の
確
保
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
月
二
九
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
上
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ま
た
、
訓
練
の
実
施
が
可
能
な
沖
縄
へ
の
第
三
海
兵
師
団
の
移
駐
に
よ
り
、

「
我
々
は
沖
縄
に
残
す
部
隊
を
決
め
る
た
め
の
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
見
識
を
披
露
し
て
い
た（

（5
（

。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
の
発
言
は
、
米
軍
の
駐
留
先
と
し
て
米
国
統
治
下
の
沖
縄
が
も
つ
、
二
つ
の
好
条
件
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
第
一
に
、
法
的
課
題
が
払
拭
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
通
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
の

提
案
が
行
わ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
が
解
決
に
至
っ
た
こ
と
で
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
統
治
の
法
的
基
盤
の

強
化
が
実
現
し
て
い
た
。
沖
縄
統
治
の
長
期
化
を
見
据
え
た
体
制
強
化
に
よ
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
沖
縄
米
軍
基
地
の
自
由

使
用
を
含
め
、
沖
縄
に
お
い
て
よ
り
軍
事
活
動
の
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

第
二
に
、
訓
練
場
所
の
確
保
の
し
や
す
さ
で
あ
る
。
こ
の
時
ま
で
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー
ト
前
第
八
軍
司
令
官
か
ら
、

沖
縄
が
海
兵
隊
の
移
駐
先
と
し
て
適
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
沖
縄
を
含
め
た
極
東
視
察
後
の
ヴ
ァ
ン
フ
リ
ー

ト
は
、
先
に
触
れ
た
五
四
年
六
月
三
日
付
け
の
「
予
備
的
報
告
書
」
の
な
か
で
、
沖
縄
が
米
軍
基
地
と
し
て
大
き
な
潜
在
力
を
有
し

て
お
り
、
二
個
師
団
規
模
の
戦
略
的
予
備
軍
の
た
め
の
訓
練
や
大
演
習
場
を
供
給
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
た（

（5
（

。
加
え
て
ヴ
ァ
ン

フ
リ
ー
ト
は
、
同
年
七
月
三
日
付
け
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
宛
て
の
電
報
で
、
日
本
か
ら
の
陸
上
兵
力
の
撤
退
と
と
も
に
、
第
三
海
兵
師
団

を
沖
縄
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
移
駐
さ
せ
る
こ
と
を
具
申
し
て
い
た（

（5
（

。
こ
の
よ
う
な
報
告
は
、
沖
縄
が
海
兵
隊
の
移
駐
先
に
適
し
た
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場
所
で
あ
る
こ
と
を
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
想
起
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
時
期
や
そ
の
規
模
を
含
め
、
極
東
米
軍
再
編
の
過
程
で
検
討
す
べ
き
課
題
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
新
た
な
問
題
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
十
分
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
沖
縄
に
海
兵
隊
を
ひ
と
ま
ず
移
駐
さ
せ
て

お
け
ば
、
米
国
は
「
沖
縄
に
残
す
部
隊
を
決
め
る
た
め
の
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
沖
縄
に
海
兵
隊
を
駐
留
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
も
計
画
を
発
展
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
極
東
米
軍
再
編
計
画
に
柔

軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を
試
み
た
の
だ
っ
た
。
沖
縄
へ
の
海
兵
隊
移
駐
は
、
そ
の
意
味
で
、
極
東
米
軍
再
編
の
重
要
な
柱
と
い
え
る

計
画
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
二
九
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
け
る
決
定
を
受
け
て
、
八
月
一
二
日
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
統
合
参
謀
本
部
や
各
軍
に
、
日

本
本
土
か
ら
沖
縄
へ
の
第
三
海
兵
師
団
の
移
駐
が
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
し
か
し
、
統
合
参
謀
本
部
ら
軍
部
は
、
移
駐
を
年
末

ま
で
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
見
解
に
難
色
を
示
し
た
。
沖
縄
へ
の
主
要
部
隊
の
移
動
に
伴
う
、
基
地
建

設
や
そ
の
他
の
要
因
に
鑑
み
た
場
合
、
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
へ
の
配
備
の
時
期
を
、
そ
の
時
点
で
は
明
言
で
き
な
い
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
統
合
参
謀
本
部
は
、
配
備
の
期
日
を
最
終
決
定
す
る
前
に
、
極
東
軍
、
極
東
海
軍
司
令
官
、
極
東
空
軍
司
令
官
、
お
よ
び

海
兵
隊
司
令
官
に
よ
る
沖
縄
現
地
で
の
調
査
を
実
施
し
、
移
駐
費
用
の
見
積
も
り
を
算
出
す
る
こ
と
を
申
し
出
た（

（5
（

。
こ
の
よ
う
な
軍

部
の
対
応
か
ら
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
よ
る
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
案
が
、
軍
部
も
交
え
て
そ
の
実
現
可
能
性
を
綿
密
に
検
討
さ
れ
た
う

え
で
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
提
案
に
基
づ
き
決
定
し
た
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
、
近
い
将
来
に
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
在
日
米
陸

上
兵
力
の
撤
退
を
見
据
え
た
方
策
だ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
と
っ
て
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
、
日
本
へ
の

政
治
的
配
慮
を
動
機
と
し
た
、
在
日
米
陸
上
兵
力
撤
退
の
布
石
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四　

海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
開
始
ま
で
の
道
程

（
一
）
軍
部
か
ら
の
反
発
と
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機

　

国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
の
秋
頃
に
な
る
と
、
統
合
参
謀
本

部
を
は
じ
め
と
す
る
軍
部
か
ら
反
対
意
見
を
突
き
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政

権
は
、
移
駐
方
針
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

真
っ
先
に
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
に
異
議
を
唱
え
た
の
は
、
沖
縄
統
治
の
責
任
者
で
あ
っ
た
極
東
軍
司
令
官
の
ハ
ル
だ
っ
た
。
五
四

年
一
〇
月
八
日
付
け
の
電
報
で
ハ
ル
は
、
移
駐
に
反
対
す
る
理
由
を
移
駐
費
用
と
土
地
接
収
の
両
面
か
ら
述
べ
た
。
ハ
ル
に
よ
れ
ば
、

日
本
本
土
か
ら
沖
縄
に
海
兵
隊
を
移
駐
す
る
場
合
、
施
設
建
設
費
や
土
地
接
収
費
な
ど
で
約
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
も
か
か
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
移
駐
の
た
め
に
必
要
と
な
る
土
地
を
取
得
す
る
に
は
、
住
民
を
農
地
か
ら
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ハ
ル
は
、
か
ね
て
か
ら
の
持
論
で
あ
っ
た
沖
縄
へ
の
陸
軍
一
個

師
団
の
移
駐
で
あ
れ
ば
、
費
用
と
土
地
接
収
に
つ
い
て
問
題
が
少
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
こ
れ
を
進
言
し
た（

（5
（

。

　

沖
縄
へ
の
移
駐
は
海
兵
隊
よ
り
も
陸
軍
一
個
師
団
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
見
解
は
、
統
合
参
謀
本
部
か
ら
も
表
明
さ
れ
た
。
統

合
参
謀
本
部
は
、
戦
略
的
観
点
か
ら
見
て
も
、
海
兵
隊
よ
り
は
陸
軍
一
個
師
団
の
沖
縄
へ
の
移
駐
の
方
が
有
益
だ
と
し
て
、
ハ
ル
に

よ
る
進
言
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
当
時
の
統
合
参
謀
本
部
が
考
え
て
い
た
緊
急
戦
争
計
画
の
下
で
は
、
そ
も
そ
も
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐

は
非
現
実
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

他
方
で
、
海
兵
隊
か
ら
は
、
沖
縄
移
駐
の
決
定
を
全
面
的
に
支
持
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。
ハ
ル
の
見
解
に
反
論
す
る
か
た
ち
で
、

シ
ェ
パ
ー
ド
（Lem

uel C. Shepherd

）
海
兵
隊
司
令
官
は
、
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
移
駐
が
望
ま
し
い
と
す
る
報
告
書
を
提
出
し

た
。
五
四
年
一
〇
月
一
八
日
付
け
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
送
付
さ
れ
た
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
シ
ェ
パ
ー
ド
は
、
と
り
わ
け
ハ
ル
が
指
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摘
し
た
移
駐
費
用
に
つ
い
て
は
、
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
い
と
試
算
表
を
添
付
し
て
反
論
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
も
っ
と
も
、
シ
ェ
パ
ー

ド
の
見
解
は
、
海
兵
隊
と
し
て
の
組
織
防
衛
の
観
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
海
兵
隊
か
ら
の
支
持
は
あ
っ
た
も
の
の
、
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
移
駐
と
い
う
決
定
は
、
軍
部
か
ら
複
数
の
異

論
が
出
る
も
の
だ
っ
た
。
軍
部
に
よ
る
反
対
論
の
存
在
は
、
こ
れ
が
軍
事
戦
略
的
な
裏
付
け
や
実
行
可
能
性
の
検
証
が
不
十
分
な
な

か
で
決
ま
っ
た
方
針
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　

海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
に
対
し
て
軍
部
か
ら
異
論
が
噴
出
し
た
の
は
、
五
四
年
九
月
三
日
に
勃
発
し
た
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
の
最

中
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
政
府
内
か
ら
は
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
自
体
に
反
対
す
る
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
で

見
る
よ
う
に
、
五
五
年
四
月
に
新
た
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
対
日
政
策
の
な
か
で
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
は
政
権
の
方
針

と
し
て
正
式
に
決
定
す
る
。
だ
が
、
そ
の
直
前
ま
で
国
防
省
は
、
台
湾
の
情
勢
が
明
確
に
な
る
ま
で
は
、
在
日
米
陸
軍
の
段
階
的
撤

退
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
唱
え
続
け
る
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
と
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
に
関
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
方
針
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

　

従
来
の
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
撤
退
方
針
に
つ
い
て
は
、
五
四
年
夏
以
降
、
在
日
米
大
使

館
を
中
心
に
対
日
政
策
の
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
作
業
序
盤
の
九
月
九
日
付
け
の
覚
書
に
お
い

て
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
日
本
の
中
立
主
義
勢
力
の
影
響
力
を
「
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、
新
た
な
対
日
政
策
で
は
、
日

本
の
政
治
経
済
面
で
の
安
定
を
優
先
し
、
防
衛
力
増
強
は
強
要
せ
ず
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
段
階
的
撤
退
方
針
を
含
め
る
よ
う
説
い

た
（
（5
（

。
ア
リ
ソ
ン
は
、
在
日
米
陸
上
兵
力
の
段
階
的
な
撤
退
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
の
防
衛
責
任
感
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
国
家
安
全
保
障
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
運
用
調
整
委
員
会
の
手
に
よ
る
一
〇
月
二
七
日
付
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け
の
報
告
書
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
2
お
よ
び
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
の
進
捗
報
告
」
も
、
基
本
的
に
は
ア
リ
ソ
ン
と
同
じ
議
論
を
展
開

し
た（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
五
四
年
一
二
月
二
二
日
に
成
立
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

4​

2​

9
／
5
「
目
下
の
米
国
の
極
東
政
策
」
に
反
映
さ
れ

た
。
新
た
な
極
東
政
策
と
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
文
書
で
は
、
日
本
な
ど
の
極
東
地
域
の
同
盟
国
に
求
め
る
軍
事
的
な
貢
献
度
合
い

を
引
き
下
げ
る
姿
勢
が
示
さ
れ
た（

（6
（

。
こ
う
し
て
、
日
本
の
防
衛
力
が
米
国
の
望
む
規
模
に
増
強
さ
れ
る
の
を
待
た
ず
に
、
在
日
米
陸

上
兵
力
の
撤
退
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
イ
政
権
の
政
策
志
向
が
、
対
日
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
動
向
の
な
か
で
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
と
い
う
方
針
を
堅
持
す
る
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、
以
下
の
二
点
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
極
東
米
軍
再
編
の
決
定
事
項
が
、
日
本

政
府
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ダ
レ
ス
は
、
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
）
の
予
備
会
議
に

出
席
後
の
五
四
年
九
月
一
〇
日
に
、
訪
日
の
う
え
で
吉
田
茂
首
相
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
。
そ
の
席
に
お
い
て
、
七
月
の
国
家
安
全
保

障
会
議
で
決
定
し
た
再
編
計
画
の
内
容
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
帰
国
後
の
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
ダ
レ
ス
は
、

吉
田
は
米
国
政
府
の
再
編
計
画
の
意
図
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
旨
を
報
告
し
た（

（6
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
会

談
の
際
に
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
方
針
が
在
日
米
軍
再
編
の
一
環
と
し
て
伝
達
さ
れ
た
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
五
四
年
一
二
月
に
新
た
に
決
定
さ
れ
た
極
東
米
軍
再
編
計
画
で
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
に
変
更
が
加
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
一
二
月
二
〇
日
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
極
東
米
軍
の
更
な
る
再
編
と
し
て
、
韓
国
に
駐
留
し
て
い
た
第
一
海
兵
師
団
の

米
本
国
へ
の
撤
退
と
、
第
二
四
歩
兵
師
団
の
日
本
か
ら
韓
国
へ
の
移
駐
を
発
表
し
た（

（6
（

。
だ
が
、
日
本
本
土
に
駐
留
す
る
第
三
海
兵
師

団
を
沖
縄
に
移
駐
す
る
と
い
う
方
針
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

五
五
年
一
月
に
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
予
算
教
書
の
な
か
で
、「
琉
球
諸
島
の
軍
事
基
地
は
自
由
世
界
の
安
全
保
障
上
極
め
て

重
要
で
あ
る
か
ら
、
米
国
は
そ
の
占
領
を
無
期
限
に
継
続
す
る
」
予
定
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る（

（6
（

。
約
一
年
前
の
奄
美
群
島
の
施
政
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権
返
還
の
際
に
は
、「
極
東
に
お
け
る
現
在
の
国
際
的
な
緊
張
が
存
在
す
る
間
」
は
米
国
が
琉
球
諸
島
に
留
ま
る
理
由
に
つ
い
て
、

日
本
国
民
に
配
慮
し
た
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
注
意
を
促
し
た
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
時
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
統
治
を
「
無
期
限
」
に
続
け
る
考
え
を
躊
躇
な
く
披
露
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
沖
縄
は
、
米
国
の
軍
事
戦
略
上
、
重
要
な
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
の
勃
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
在
日
米
軍
撤
退
方
針
の
公
式
化

に
向
け
た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
海
兵
隊
を
沖
縄
に
移
駐
す
る
方
針
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
新
た
な
対
日
政
策
と
沖
縄
に
お
け
る
長
期
統
治
体
制
の
確
立

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
新
た
な
対
日
政
策
は
、
五
五
年
四
月
九
日
に
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
は
、
対
日
政
策
の
主
目
的
に
政
治
経
済
的
な
安
定
の
強
化
を
掲
げ
た
。
こ
の
新
た
な
対
日
政
策
の
基
調
の
な

か
で
、
対
日
防
衛
圧
力
の
棚
上
げ
と
在
日
米
軍
の
撤
退
方
針
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
で
は
、
政
治
経
済

的
な
安
定
を
損
ね
る
ほ
ど
の
過
度
な
「
防
衛
力
増
強
の
た
め
の
圧
力
」
を
日
本
に
か
け
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、「
暫
く

の
あ
い
だ
は
、
米
陸
海
空
軍
を
日
本
に
駐
留
さ
せ
る
必
要
は
あ
る
」
も
の
の
、「
米
陸
軍
の
段
階
的
削
減
に
よ
り
、
日
本
政
府
が
よ

り
多
く
の
防
衛
努
力
」
を
す
る
こ
と
、「
在
日
米
軍
と
日
本
人
と
の
間
の
摩
擦
」
を
減
ら
す
こ
と
に
対
す
る
期
待
が
記
さ
れ
た（

（6
（

。
こ

こ
に
お
い
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
ま
で

の
米
国
政
府
の
在
日
米
軍
撤
退
方
針
か
ら
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
を
待
た
ず
し
て
、
在
日
米
軍
の
撤
退
に
着
手
す
る
方
針
に
正
式
に

転
換
し
た
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

在
日
米
軍
撤
退
方
針
が
新
た
な
対
日
政
策
の
一
環
と
し
て
決
定
し
た
以
上
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
素
地
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
で
は
、
沖
縄
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
か
ら
の
修
正
が
図
ら
れ
た
。
ま
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ず
、
対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
基
づ
き
、「
極
東
に
お
け
る
現
在
の
国
際
的
な
緊
張
が
存
在
す
る
間
」
は
沖
縄
統
治
を
継
続
す
る
こ

と
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
1​

2​

5
／
6
と
同
様
に
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
追
加
す
る
か
た
ち
で
定
め
ら
れ
た
の
が
、
友
好
な
日
米
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
次
の
内
容
で
あ
る
。「
日
本
と
の
良
好
な
関
係
と
い
う
利
益
の
た
め
に
、
貿
易
、
文
化
関
係
、

そ
し
て
人
的
交
流
な
ど
の
分
野
で
は
、
琉
球
と
小
笠
原
と
よ
り
完
全
な
関
係
の
た
め
の
日
本
の
要
請
に
つ
い
て
考
慮
す
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
米
国
の
安
全
保
障
や
そ
の
他
の
利
益
に
合
致
す
る
限
り
、
日
本
の
そ
の
よ
う
な
要
請
に
応
じ
る
」（

（6
（

。

　

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
新
た
な
沖
縄
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
規
定
文
は
、
前
年
の
七
月
に
お
い
て
米
海
兵
隊
の
沖
縄
移

駐
の
決
定
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
、
米
国
民
政
府
の
民
事
指
令
の
改
訂
内
容
と
同
じ
文
脈
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
改

訂
さ
れ
た
民
事
指
令
の
「
米
国
民
政
府
の
任
務
と
目
的
」
の
項
で
は
、
米
国
民
政
府
が
琉
球
政
府
を
管
理
す
る
際
に
、「
日
本
の
文

化
的
、
教
育
的
絆
を
考
慮
す
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た（

（6
（

。
沖
縄
に
お
け
る
長
期
統
治
体
制
の
整
備
に
際
し
て
設
け
ら
れ
た
こ
の

規
定
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
に
お
い
て
、
新
た
な
沖
縄
政
策
と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
目
指
し

た
統
治
体
制
が
、
名
実
と
も
に
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
お
い
て
、
沖
縄
に
海
兵
隊
を
移
駐
さ
せ
る
た
め

の
法
的
政
策
的
基
盤
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
な
対
日
政
策
の
策
定
か
ら
二
ヶ
月
後
の
五
五
年
六
月
一
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
承
認
を
得
た
一
九
五
六

会
計
年
度
の
極
東
米
軍
再
編
計
画
と
し
て
、
日
本
本
土
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
海
兵
師
団
の
陸
上
戦
闘
部
隊
の
一
つ
を
沖
縄
に
移
駐

さ
せ
る
こ
と
を
、
国
家
安
全
保
障
会
議
に
通
達
し
た（

（6
（

。
そ
し
て
翌
月
の
七
月
に
は
早
く
も
、
大
阪
府
堺
市
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
海

兵
師
団
第
九
連
隊
の
沖
縄
移
駐
が
開
始
さ
れ
た
の
だ
っ
た（

（7
（

。

　

こ
う
し
て
、
米
国
に
よ
る
長
期
統
治
が
予
定
さ
れ
た
沖
縄
に
、
日
本
本
土
か
ら
米
軍
が
移
駐
し
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五　

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
政
権
発
足
後
し
ば
ら
く
は
在
日
米
軍
撤
退
問
題
に
関
す
る
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
方

針
を
引
き
継
ぎ
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
の
実
現
を
在
日
米
軍
撤
退
の
前
提
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
在
日
米
軍
撤
退
問
題
を
将
来
的
な

課
題
と
見
な
し
、
沖
縄
を
長
期
統
治
す
る
た
め
の
体
制
強
化
を
目
的
に
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
し
な
が

ら
も
、
問
題
の
解
決
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
か
ね
て
よ
り
警
戒
し
て
い
た
日
本
の
米
国
離
れ
お
よ
び
中
立
主
義
的
傾
向
に
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に
な
る
と
、
在
日
米

軍
、
と
り
わ
け
陸
上
兵
力
の
撤
退
の
実
施
を
政
権
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
民
政
長
官
任
命
権
限
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
。
そ
の

う
え
で
、
日
本
本
土
に
駐
留
し
て
い
た
第
三
海
兵
師
団
の
沖
縄
へ
の
移
駐
を
決
定
し
た
。
海
兵
隊
の
沖
縄
へ
の
移
駐
は
、
日
本
へ
の

政
治
的
配
慮
を
動
機
と
し
た
、
在
日
米
陸
上
兵
力
撤
退
の
布
石
と
し
て
決
定
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

在
日
米
軍
撤
退
方
針
の
公
式
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
と
い
う
方
針
は
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
が
勃
発

し
、
軍
部
か
ら
の
批
判
の
声
が
高
ま
る
な
か
で
も
堅
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
新
た
な
対
日
政
策
と
し
て

策
定
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
を
も
っ
て
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
を
待
た
ず
し
て
、
在
日
米
軍
の
撤
退
に
着
手
す
る
方
針
へ
と
転

換
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
で
は
ま
た
、
沖
縄
の
長
期
統
治
を
前
提
に
改
訂
さ
れ
た
民
事
指
令
に
基
づ
き
、
沖
縄
と
日
本
本
土

と
の
関
係
性
に
配
慮
し
た
沖
縄
統
治
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
に
お
け
る
長
期
統
治
の
た
め
の
法
的
政

策
的
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
う
え
で
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
開
始
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
海
兵
隊
の
沖
縄
移
駐
は
、
軍
用
地
問
題
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
島
ぐ
る
み
闘
争
の
激
化
を
受
け
て
、
こ
の
後
、
計
画
が
再
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（7
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
お
よ
び
沖
縄
米
軍
基
地
は
、
日
本
本
土
に
お
け
る
駐
留
が
困
難
と
な
っ
た
米
軍
の

移
駐
先
と
し
て
、
そ
の
後
も
米
国
政
府
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る（

（7
（

。
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【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
「
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
」
研
究
助
成
、
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
、

研
究
課
題
番
号19K

13633

）
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

板
山
真
弓
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
に
見
ら
れ
る
政
策
変
更
の
背
景
―
在
日
米
地
上
軍
撤
退
と
『
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
』
論
」『
国
際

交
流
研
究
』
第
一
九
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
九
―
三
八
頁
。

（
2
）　

池
宮
城
陽
子
『
沖
縄
米
軍
基
地
と
日
米
安
保
―
基
地
固
定
化
の
起
源
一
九
四
五
―
一
九
五
三
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）

第
四
章
。

（
3
）　

平
良
好
利
『
戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
―
「
需
要
」
と
「
拒
絶
」
の
は
ざ
ま
で　

一
九
四
五
―
一
九
七
二
年
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
二
年
）
九
四
―
一
〇
二
頁
、
林
博
史
『
米
軍
基
地
の
歴
史
―
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）
一
一
一
―
一
一
七
頁
。N

icholas E. Sarantakes, K
eystone: T

he A
m

erican O
ccupation of O

kinaw
a and U

.S.-Japan 
R

elations （T
exas: T

exas A
&

M
 U

niversity Press College Station, 2000

）, pp.69

―69.

（
4
）　

山
本
章
子
『
米
国
と
日
米
安
保
条
約
改
定
―
沖
縄
・
基
地
・
同
盟
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
第
一
章
。

（
5
）　N

SC48/5, 

“United States O
bjectives, Policies and Courses of A

ction in A
sia,

” （M
ay 17, 1951

）, FR
U

S, 1951, 
V

ol. 6, East A
sia and the Pacific, Part I 

（W
ashington D

.C.: Governm
ent Printing O

ffi
ce, 1977

）, pp.33

―63. N
SC125/2, 

“United States O
bjectives and Courses of A

ction w
ith respect to Japan,

” （A
ugust 7, 1952

）, Records Related to 
State D

epartm
ent Participation in the O

perations Coordinating Board and the N
ational Security Council, 1953

―60, 
RG59.

（
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
）

（
6
）　Ibid.

（
7
）　Ibid.

（
8
）　

池
宮
城
『
沖
縄
米
軍
基
地
と
日
米
安
保
』
第
四
章
第
一
節
。

（
9
）　

坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆
―
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
［
増
補
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
七
六
頁
。

（
10
）　

板
山
「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
5​

5​

1​

6
／
1
に
見
ら
れ
る
政
策
変
更
の
背
景
」『
国
際
交
流
研
究
』
二
六
頁
。

（
11
）　

田
中
明
彦
『
安
全
保
障
―
戦
後
五
〇
年
の
模
索
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
一
一
六
頁
。
特
に
左
社
は
議
席
を
五
六
か
ら
七
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二
へ
と
増
加
さ
せ
て
い
た
。

（
12
）　

胡
子
裕
道
・
黒
田
直
史
・
杉
浦
ち
な
み
「
内
灘
闘
争
の
目
的
に
関
す
る
考
察
―
一
九
五
三
年
当
時
の
雑
誌
記
事
に
着
目
し
て
」『
生

涯
学
習
基
盤
経
営
研
究
』
第
三
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
七
―
三
六
頁
。

（
13
）　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
三
年
五
月
一
一
日
朝
刊
。

（
14
）　N

SC125/6, 

“United States O
bjectives and Courses of A

ction w
ith Respect to Japan,

” （June 29, 1953

）, Records 
Related to State D

epartm
ent Participation in the O

perations Coordinating Board and the N
ational Security 

Council, 1953
―60, Box 4212, RG 59. （
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
）

（
15
）　Ibid.

（
16
）　Ibid.

（
17
）　N

o. 655, 

“Mem
orandum

 of D
iscussion of the 151st M

eeting of the N
ational Security Council, W

ashington, June 
25, 1953,

” FR
U

S, 1952
―1954, V

ol. 14, Part 2, pp.1438

―1445.

（
18
）　Ibid.

（
19
）　N

o. 675, 

“Mem
orandum

 of Conversation, by the D
irector of the O

ffi
ce of N

ortheast A
sian A

ffairs 

（Y
oung

）,” 

（A
ugust 13, 1953

）, ibid, pp.1481

―1484.

（
20
）　N

o. 651, 

“Mem
orandum

 by the Executive Secretary （Lay

） to the N
ational Security Council.

“奄
美
群
島
返
還
問
題

に
つ
い
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
D
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
『
奄
美
返
還
と
日
米
関
係
―
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
奄
美
・
沖
縄
占
領
と
ア
ジ
ア
戦
略
』

（
南
方
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
21
）　

琉
球
列
島
米
国
民
政
府
は
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
五
日
に
米
軍
政
府
に
代
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
宮
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄

一
九
四
五
―
一
九
七
二
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
一
―
六
五
頁
。

（
22
）　

同
右
、
九
一
―
九
二
頁
。

（
23
）　N

o. 730, 

“The Secretary of State 

（D
ulles

） to the Secretary of D
efense 

（W
ilson

）,” January 11, FR
U

S, 1952

―

1954, V
ol. 14, Part 2, pp.1585

―1586. 

一
九
五
〇
年
代
前
半
の
時
期
に
お
け
る
、
米
国
民
政
府
と
民
政
長
官
の
任
命
権
限
問
題
に
つ
い

て
は
、
河
野
康
子
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
―
日
米
関
係
史
の
文
脈
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
一
―
一
一
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五
頁
、
宮
里
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』
九
二
―
一
〇
三
頁
参
照
。

（
24
）　N

o. 737, 

“Mem
orandum

 of D
iscussion at the 185

th M
eeting of the N

ational Security Council, W
ashington, 

February 17, 1954,

” FR
U

S, 1952

―1954, V
ol. 14, Part 2, pp.1605

―1608.

（
25
）　N

o. 723, 

“Mem
orandum

 of D
iscussion the 177

th M
eeting of the N

ational Security Council, W
ashington, 

D
ecem

ber 23, 1953,

” ibid, pp.1557

―1570.

（
26
）　N

SC149/2, 
“Basic N

ational Security Policies and Program
s in Relation to T

heir Cost,

” （A
pril 29, 1953

）, FR
U

S, 
1952

―1954, V
ol. 2, Part 1, U

nited States N
ational Security Policy, 

（W
ashington D

. C.: Governm
ent Printing O

ffi
ce, 

1985

）, pp. 305

―318.

（
27
）　N

SC162/2, 

“Note by the Executive Secretary to the N
ational Security Council on Basic N

ational Security 
Policy,

”　
（O

ctober 30, 1953
）, ibid, pp. 577

―597.

（
28
）　

李
鍾
元
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
―
二
九
頁
。

（
29
）　W

atson, Robert J., H
istory of the Joint Chiefs of Staff: T

he Joint Chiefs of Staff and N
ational Policy, 1953

―1954 

（W
ashington D

.C.: O
ffi

ce of Joint H
istory, O

ffi
ce of the Chairm

an of the Joint Chiefs of Staff, 1998

）, p.232. 

も
っ
と
も
、

当
該
再
編
案
で
は
、
韓
国
と
日
本
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
さ
れ
て
い
た
海
兵
隊
一
個
師
団
の
ど
ち
ら
か
を
、
い
ず
れ
米
本
国
に
撤
退
さ
せ
る
案

が
示
さ
れ
て
い
た
。

（
30
）　

池
田
慎
太
郎
『
日
米
同
盟
の
政
治
史
―
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
と
「
一
九
五
五
年
体
制
」
の
成
立
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
九

一
頁
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
四
月
八
日
朝
刊
。

（
31
）　

植
村
秀
樹
『
再
軍
備
と
五
五
年
体
制
』（
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
）
二
一
五
―
二
二
一
頁
。

（
32
）　

石
井
修
「
米
国
に
と
っ
て
の
日
本
問
題
―
一
九
五
四
年
夏
」『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
二
〇
号
（
一
九
八
六
年
）
一
六
九
―
一
七
〇
頁
。

（
33
）　

池
田
『
日
米
同
盟
の
政
治
史
』
八
九
頁
、
植
村
『
再
軍
備
と
五
五
年
体
制
』
二
〇
六
―
二
一
〇
頁
。

（
34
）　N

o. 762, 

“The A
m

bassador in Japan （A
llison

） to the D
epartm

ent of State,

” （M
ay 20, 1954

）, FR
U

S, 1952

―1954, 
V

ol.14, Part 2, pp.1643

―1648.
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（
35
）　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
六
月
二
三
日
夕
刊
。

（
36
）　

池
田
『
日
米
同
盟
の
政
治
史
』
九
二
頁
。

（
37
）　N

o. 779, 

“The Secretary of State to the Secretary of D
efense 

（W
ilson

）,” （July 28, 1954

）, FR
U

S, 1952

―1954, 
V

ol. 14, Part 2, pp.1684

―1685, N
o. 777 

“The Secretary of D
efense 

（W
ilson

） to the Secretary of State,

” （July 15, 
1954

）, ibid, pp.1672

―1681.

（
38
）　

宮
里
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』
九
三
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
改
訂
の
結
果
と
し
て
、
沖
縄
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
務
省
が
権
限
を

有
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
河
野
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
』
一
一
四
頁
）。

（
39
）　

李
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』
三
二
頁
。

（
40
）　N

o. 762, 

“The A
m

bassador in Japan 

（A
llison

） to the D
epartm

ent of State,

” （M
ay 20, 1954

）. 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
ア

リ
ソ
ン
か
ら
こ
の
見
解
を
直
接
説
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
主
に
米
軍
関
係
の
状
況
の
視
察
を
目
的
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
五
月
中
旬

か
ら
三
週
間
に
わ
た
る
極
東
各
地
の
視
察
旅
行
を
実
施
し
た
。
五
月
一
四
日
に
は
来
日
し
て
ア
リ
ソ
ン
と
行
動
を
共
に
す
る
機
会
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
五
月
一
四
日
朝
刊
）。

（
41
）　

“Report of the V
an Fleet M

ission,

” W
hite H

ouse O
ffi

ce, O
ffi

ce of the Special A
ssistant for N

ational Security 
A

ffairs: Records, 1952

―61, Special A
ssistant Series, Presidential Subseries, Box no.2, President

’s Papers 1954 

（8

）, 
D

w
ight D

. Eisenhow
er Presidential Library, A

bilene, K
ansas ［hereafter D

D
EL

］.

（
42
）　

“Report of the V
an Fleet M

ission, Interim
 Reports,

” W
hite H

ouse O
ffi

ce, O
ffi

ce of the Special A
ssistant for 

N
ational Security A

ffairs: Records, 1952

―61, Special A
ssistant Series, Presidential Subseries, Box no.2, President

’s 
Papers 1954 （15

）, D
D

EL.

（
43
）　W

atson, T
he Joint Chiefs Staff and N

ational Policy 1953

―1954, pp.239

―240.

（
44
）　JCS2147/116, A

ppendix B, 

“Redeploym
ent of M

arine Corps Forces to O
kinaw

a,

” （18 O
ctober, 1954

）, Section 
23, Box 17, Geographic File 1954

―1956, RG218, N
A

.

（
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
）。
当
該
文
書
を
含
め
た
複
数
の
関
連
史
料
や
統

合
参
謀
本
部
の
公
式
資
料
集 

（W
atson, T

he Joint Chiefs Staff and N
ational Policy 1953

―1954, pp.239

―240

） 

に
基
づ
け
ば
、

一
九
五
四
年
七
月
二
六
日
付
け
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
一
九
年
八
月
に
筆
者
が
米
国
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立
公
文
書
館
新
館
で
実
施
し
た
調
査
で
は
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
も
、
残
念
な
が
ら
公
式
資
料
集
に
記
さ
れ

た
フ
ォ
ル
ダ
に
該
当
史
料
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
45
）　Ibid. M

em
orandum

 for the N
ational Security Council, 

“Redeploym
ent of Forces from

 the Far East – W
estern 

Pacific A
rea,

” Docum
ents of the N

ational Security Council, Forth Supplem
ent （U

niversity Publications of A
m

erica, 
1987

）, Reel 6. 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
新
た
な
極
東
米
軍
再
編
計
画
を
提
起
す
る
に
あ
た
り
、
ダ
レ
ス
と
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
電
話
会

談
を
催
す
な
ど
、
事
前
に
意
見
を
す
り
合
わ
せ
て
い
た
（T

elephone Call from
 Sec. W

ilson 

（July 27, 1954

）, M
inutes of 

telephone conversations of John Foster D
ulles and of Christian H

erter 

（1953

―1961

）, （U
niversity Publications of 

A
m

erica, Inc., 1980
）, Reel 1

）。

（
46
）　

“208th M
eeting, July 29, 1954, A

genda, M
inutes, and Sum

m
ary of D

iscussion,

” M
inutes of M

eetings of the 
N
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